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　６月２日及び３日の両日、都内においてアジアの１７カ国
及び１地域の海上保安機関（２４機関）による「第２回アジ
ア海上保安機関長官級会合実務者会合」が開催されました。
　本会合は、２００７年の第３回アジア海上保安機関長官級
会合において、キャパシティービルディング（能力向上）が
重要な審議事項として位置付けられたことを受け、日本財団
の助成と日本海難防止協会の協力を得て昨年から開催されて
いるもので、実務者レベルで活発な議論が交わされました。

　６月２日、海上保安庁海洋情報部は八代海海底に謎の海丘
群があることを公表しました。
　この海丘群は第十管区海上保安本部所属測量船「いそし
お」が八代海南部の平坦な海底に、形や大きさがほぼ等しい
約８０個の海丘が密集する極めて珍しい地形を発見したこと
から、鹿児島海上保安部所属巡視船「さつま」潜水班による
潜水調査等を行っていたものです。現在のところ海丘のでき
た原因ははっきりしていませんが、今後、地質専門家等の研
究により謎が解明されることが期待されます。

○かいほニュースは海上保安庁ホームページでご覧いただけます。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kaihonews/index.html
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３.第２回アジア海上保安機関
長官級会合実務者会合

４．八代海で謎の海丘群を発見！

採取された貝
海底基準局

海丘表面の様子

八代海南部の海丘群約80個の海丘が北西-南東方向に配列

高さ約5ｍ

拡大図

測量船「いそしお」

高さ方向5倍強調
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